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 令和７年第２回忠岡町議会定例会における一般質問について 

                    本会議１日目 令和７年６月２６日（木）

  

  

１ 質 問 者                             森野 良一 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

町長公約につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域エネルギー

センターについ

て 

５月１８日に行われた町長選挙で掲げられた以下の

８つの町長公約について問う。 

 

1. 地域エネルギーセンター誘致の即時白紙撤回 

2. 国民健康保険料の保険料引下げ 

3. 介護保険料の保険料引下げ 

4. 保育料無償化 

5. 今年度からの学校給食無償化 

6. 子ども医療費の無償化 

7. 水道料金引下げ 

8. 下水道料金引下げ 

 

８つの公約について町長の具体的なお考えを示して下

さい。 

 

 

２度の町長選挙で主張されておりましたゴミ焼却施

設建設契約の即時白紙撤回について問う。 

 

○ 現在進行中の地域エネルギーセンター建設計画につ

いては、是枝町長を始め、是枝町長が所属する共産

党の議員からも健康被害と環境汚染を理由に即時白

紙撤回が求められ、この度の町長選挙の公約の柱と

して掲げられていました。 

今後、本町のゴミ処理事業について、どのように処

理されるおつもりかを お示しください。 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 



2 

 

２ 質 問 者                             高迫 照子 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

不登校支援につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食の無償

化について 

不登校は 2014 年から 10 年間で全国では３倍に急増

し、35万人（346,482 人）近くが不登校になっている。

低学年も増えてきている。子どもと学校に何がおこって

いるのか。 

① 毎年なぜこんなに不登校が増えていると思われる

か。 

② 子どもたちの居場所はどうなっているのか。 

「忠岡町適応指導教室ソレイユ」「学校内適応教室」 

「フリースクール」「多様な教育機会の場」などの居

場所へ通えている児童生徒、どこへも通えていない

児童生徒の実態（人数や様子）はどうなっているの

か。 

そのうえで支援はどうなっているのか。 

③ 「フリースクール」や他の教育機会の場（民間施設

など）へ通っている保護者負担軽減はあるのか。 

④ 不登校の親への支援はどうなっているのか。 

⑤ わが子に行き渋りや付添い登校などの問題が起きた

時の安心できる相談体制はあるのか。 

 

 

① 大阪府の市町村でどれだけの自治体が継続的な無償

化を実施しているのか。 

 

② 忠岡町として無償化実施にはどれくらいかかるの

か。2025年度早期に実施するとしたら、小学校・中

学校では財政的にいくら必要になるのか。 

 

③ ③ 子どもにアンケートをして、給食の質・量の向上に

むけての参考にしてはどうか。 

 

④ 給食は教育の一環であり、子どもの成長にはかかせ

ないものである。物価高騰のおり、保護者の負担を

軽減し、安全でおいしい給食を提供するために学校

給食の無償化は早期実施についてどう取り組まれる

のか。 

 

町  長 

又は 

教 育 長 

又は 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

又は 

教 育 長 

又は 

担当部長 
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３ 質 問 者                             河瀬 成利 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

公民連携による

ごみ処理事業の

廃止及びごみ処

理広域化につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の町立小中

学校の在り方に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副町長の選任に

ついて 

 

（１） 現在進められている、公民連携による本町のごみ

処理事業について、町長は５月の町長選挙において

事業の中止を公約に掲げておられたが、これは、こ

れまで審議してきた議会等を軽視するもので、行政

の継続性等からも、町政の混乱を招くものであると

考えますが、公約を取り下げるつもりはないのか 

 

（２） 公民連携による本町のごみ処理事業について、

中止・ストップする場合の今後の事務手続き、

スケジュール、町に与える影響、リスク等につ

いて説明されたい。又、一方で中止されるまで

の間は公民連携協定等に基づき、事業は粛々と

進められていくことについて理解されておるの

か。 

 

（３）町長は公民連携によるごみ処理事業について中止

し、広域化を目指すとのことですが、具体的な内

容について説明されたい。 

 

 

（１） 急速な少子高齢化、ＩＣＴ化など教育環境が大

きく変化する中、本町の小中学校の児童生徒数

及び学校施設の整備についてどのように考えて

おられるのか 

 

（２） 学校を取り巻く環境は大きく急激に変化してきて

いる。今後も町の教育環境に大きな影響を及ぼす

ことが想定されることから、持続可能なまちづく

りに向け、町の未来を担う忠岡っ子の育成を第一

に考えた、本町小学校の在り方（適正規模、適正

配置、小中一貫等）について検討を進める事が喫

緊の課題と考えるがいかがか。 

 

副町長が任期途中に退職されるということです

が、後任の選任についてどのように考えておられ

るのか。 

町  長 

又は 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

又は 

教 育 長 

又は 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

又は 

担当部長 
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マイナンバーカ

ードの活用につ

いて 

（１）マイナンバーカードが導入されてから１０年が

経過しますが、本町のマイナンバーの交付状況

及び今後順次カードや電子証明の更新作業が想

定されるが、これらに対する職員体制について

どのように考えておられるのか 

 

（２）マイナンバーカードの交付率、携行率の向上に

向けては、便利で役に立つ、住民サービスの向

上に繋がる取組みであることが必要と思います

が、現在、どのような事に活用されているの

か、本町独自の取組みについてどのようなサー

ビスがあるのかまた本町消防のマイナ救急につ

いての取組みはどのような状況か 

町  長 

又は 

担当部長 

又は 

消 防 長 

 

４ 質 問 者                             尾﨑 孝子 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

広域連携協定 

 

 

 

 

子ども医療費 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険料 

 

 

 

 

 

 

 

前町長の時に締結した 2 市 1 町広域連携協定につい

て、推進していくのかどうかを問う。 

 

 

５月の町長選挙における選挙公報から問う。 

■ 子ども医療費の完全無償化について 

① 18歳までの 500円の自己負担額を無償化するための

財源と町が負担する影響額はいくらと考えるか。 

 

② 受診が増えることにより、医療費が急増し、医療シ

ステム全体の維持が困難になるリスクが高くなり、

国民の保険料や税負担の増加につながる恐れはない

か。 

 

■ 国民健康保険料の引き下げについて 

① 国保保険料の引き下げに基金や一般会計繰入などは

できないと以前から担当部署が説明しているが、こ

の財源をどのように作るのかご説明頂きたい。 

 

② 国民皆保険には社会保険もあり、町の財源を使うな

ら国保の保険料だけの引き下げをするのは、社会保

険加入者にとっては不公平ではないか。 

町  長 

 

 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 

 

町  長 

及び 

担当部長 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 
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国保こども均等

割 

 

 

 

 

 

 

児童発達支援セ

ンターの設置 

 

 

 

ごみ処理事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長選挙結果 

 

 

■ 国保こども均等割の廃止について 

① 廃止すると考える適応年齢などの具体的な施策につ

いて問う。 

 

② 実施するにあたっての財源をどうするのか、またそ

の影響額について。 

 

 

少子高齢化ではあるが、広汎性発達障がいの子は増え

ている。本町に合った児童発達支援センターの設置につ

いて。 

 

 

■公民連携事業ごみ処理事業について 

① 町長の公約では白紙に戻すとしている。現段階にお

いて、事業の中止や変更を行うことについての必要

な手続きやリスク等について問う。 

 

② 改めて広域化を進めるというのは、現在の公民連携

事業と比較して明確な優位性等があるという判断な

のか。その理由と根拠を問う。 

 

③ 公民連携事業を白紙に戻し、ごみ処理の広域化を進

めるにあたって、どれほどの支出増を見込んでいる

のか、また、その財源確保はどのように考えている

のか。 

 

 

今回の町長選挙結果として、当選者である是枝町長の

獲得票の割合は 50％を下回り 35.9％であった。前回の

町長選挙での当選者の獲得票の割合は 49.4％であり、

12 月議会では「過半数を獲得していないことから民意

を得ていない」という意見もあったが、今回のこの結果

についてはどう考えるのか。 

 

町  長 

及び  

担当部長 

 

 

 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 

 

 

町  長 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

町  長 
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５ 質 問 者                              北村 孝 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

朝の居場所確保

への対策につい

て 

 

 

 

町長選挙での公

約、提案について 

 

 

忠岡町長選挙結

果について 

・こども園で保育から小学校への進学をきっかけに、働

く親が子どもの預け先に困る「小１の壁」。共働き世

帯が増える中、社会の変化に対応した取り組みが必要

ではないか。 

 

 

・物価高騰から暮らしをまもる忠岡、安心健康、住み続

けられる忠岡で提案事業費の財源確保を示されよ。 

 

 

・５月１８日執行の町長選挙で仮称エネルギーセンタ

ー焼却施設誘致計画は中止、白紙を前面的に押し出し

ていましたが、投票された住民の過半数の支持を得ら

れなかった結果をどう認識されているのか。 

 

担当部長 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

町  長 
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本会議２日目 令和７年６月２７日（金） 

６ 質 問 者                            今奈良 幸子 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

入札制度 

 

 

 

 

基金 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年度予算

政策的経費 

 

 

 

 

2025年大阪・関

西万博 

 

 

 

 

中学校のクラブ

活動 

 

 

 

 

  

熱中症対策 

 

 

国土交通省などでは最低制限価格の事後公表が推進

されていますが、官製談合を防止するため、最低制限価

格の事前公表をするという方針について問う。 

 

 

地方自治法における基金とは、普通地方公共団体が条

例の定めるところにより、特定目的のために財産を維持

し、資金を積み立て、又は定額の資金を運用するために

設ける財産である。基金 20 億円を活用して行う事業の

一つとして、小・中学校給食の質向上・無償化と選挙戦

で訴えられていたことについて問う。 

 

 

学習だけではなく、スポーツや文化など様々な分野に

おける子どもたちの可能性を広げることを目的にでき

たこどもチャレンジ支援事業において、なぜ未執行にす

るのかを問う。 

 

 

2025 年大阪・関西万博において本町として事業を行

っていく。本町にとっても地域の魅力を発信し、経済や

観光の活性化につながる万博への関わり方の認識につ

いて問う。 

 

 

中学校のクラブ活動について、部活動の地域移行につ

いては進めていくべき課題であると認識しているとの

答弁があった。しかし、4月学校が始まると同時に、男

子サッカー部・バレーボール部の新入生募集停止の告知

があった。学校との連携等について問う。 

 

 

現在、本町の小中学校においては、児童生徒が水筒を

持参し、飲み物がなくなった場合や、水筒を忘れた際に

は、学校がペットボトル飲料を購入し対応している。そ

町  長 

及び 

担当部長 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 

 

 

 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 

 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 

 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 

 

 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 
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子どもの健診 

の対応していることについて問う。 

 

 

 多くの市町村では、３歳児健診（法定健診）以降、

就学時健診まで健診がなく、乳幼児への切れ目のない

母子保健の提供のため、社会性発達の評価、発達障害

等のスクリーニング、健康増進を目的とした、５歳児

健診の標準化・体制整備が必要と子ども家庭庁の資料

に挙がっている。本町の現状と方向性について問う。 

 

 

 

 

町  長 

及び 

担当部長 

 

７ 質 問 者                             田辺 みき 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

シニア向け事業

を通じた「生きが

い」を育める地域

づくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（町長公約より） 

上下水道料金の

引き下げについ

て 

 

 

① 国が推進する「『一億総活躍社会』の実現」に向けて、 

忠岡町が取り組む、シニア層の活躍について、特に重視 

している成果指標は何か。また、その達成に向けてお 

こなっている事業とその評価はいかがか。 

 

② 忠岡町における 65 歳以上の方の就業状況はいかが

か。また、年代別、性別、業種別、収入別等の分析はお

こなっているか。 

シニア層の就労ニーズが高い業種は何か。また、企業

側からのニーズとのマッチングを図るためのきめ細か

い取り組み状況はいかがか。 

 

③ 忠岡町における要支援・要介護の状態改善を目指す 

ような取り組みは、「生きがい」を育み「生きがい」を

最大化する視点が必要であると考えるが、具体的な成果

指標を設定しているのか。若しくは、成果指標を設けて

今後取り組む考えはあるのかを伺いたい。 

 

 

 

上下水道料金の各世帯負担分について、大阪広域水道企 

業団に移管されている中、忠岡町民が今後も持続可能性 

をもって利用することができることを踏まえ、以下につ 

いて伺いたい。 

 

町  長 

又は 

担当部長 

 

 

町 長 

又は 

担当部長 

 

 

 

 

町  長 

又は 

担当部長 
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① 忠岡町における下水道敷設済の割合は、97.5％と認

識しているが、非居住家屋の増加により、実際に利用さ

れている世帯の割合には乖離があるのではないかと考

える。町として、供用可能区域における実利用世帯の割

合や、過去５年間の利用世帯数の増減傾向をどのように

把握・評価されているか、伺う。 

 

 

② 耐用年数を超える下水道管は、湾岸地域に一部ある 

との説明が３月定例会でなされたが、交換等で耐用年数

を延長する工事は完了しているのか。若しくは、完了予

定時期を明らかにされたい。 

 

 

③ 設備等の老朽化に伴い、維持費・管理費も上昇する

ことが見込まれている。例えば、一般社団法人 水の安

全保障戦略機構等が 2024 年に公表した資料によれば、

忠岡町の給水区域を所管する「大阪広域水道企業団」で

は、2028 年度に 34％の水道料金の値上げが必要とされ

ている。こうした想定を踏まえても、現時点で上下水道

の料金を引き下げる余力は乏しいと言わざるを得ない。 

 むしろ、そうした財源があるのであれば、老朽化への

先手の対策に振り向けることで、将来の料金上昇を抑制

することが重要であると考える。そこで、上下水道料金

の引き下げを可能とする財源について考えを伺いたい。 

 

町  長 

又は 

担当部長 

 

 

 

 

 

町  長 

又は 

担当部長 

 

 

 

町  長 

又は 

担当部長 

 

 

８ 質 問 者                             河野 隆子 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

産廃焼却施設の

誘致計画につい

て 

 

 

 

 

タウンミーティ

ングについて 

前町長は、公民連携で産廃焼却施設の誘致計画を進

めてきました。 

５月の選挙で新町長になった是枝町長は、産廃焼却

施設の誘致計画は白紙に戻すと言われている。どうい

った手順を踏んで中止していかれるのか。 

 

 

   町長は、住民の声を直接聞くために各地区を回って

「住民懇談会」を開催すると言われている。 

町  長 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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補聴器購入の補

助制度の拡充を 

 

 

 

 

配食サービス事

業の対象者の拡

充を 

今年度はされるのか、いつ頃何ヶ所くらいを考えて

おられるのか。 

  

 

 加齢性難聴で、会話が聞き取りにくく社会参加がし

づらかったり、現役世代でも仕事に支障があると感

じても補聴器は高額のため購入しづらい。年齢の引

き下げと課税世帯へも拡充されること。 

  

 

 食の自立支援事業として、配食サービスを実施され

ている。 

① お弁当の献立の質は充実しているのか。 

 

② 高齢者のひとり暮らしだけでなく、必要な方も 

対象にされること。 

 

 

 

 

 

町  長 

又は 

担当部長 

 

 

 

町  長 

又は 

担当部長 

 

９ 質 問 者                            小島 みゆき 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

５歳児健診につ

いて 

 

グリーフケア支

援について 

 

 

 

 

認知症高齢者の

行方不明対策に

ついて 

 

 

保険料について 

 

 

５歳児健診について 

 

 

産後ケアや不妊治療などと同様にグリーフケアの支援

をする事が必要 

 

グリーフケアを知り学ぶ機会を 

 

 

認知症高齢者の見守りについて 

 

GPSや見守りシールについて 

 

 

町長の公約では、基金が 20億あるから貯め込まずに

国保料、介護保険料の引き下げ、国保こども均等割の廃

止を言われています。 

議員の時も大阪府の保険料統一からも脱退すれば良い

担当部長 

 

 

担当部長 

 

 

担当部長 

 

 

担当部長 

 

 

 

 

町  長 
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とも言われていましたが、R6年から大阪府統一になって

いますが保険料の引き下げなど忠岡町独自でそんなこと

できるのか。ペナルティはないのか。どのように考えて

いかれるのか。 

 

引き下げをする事で保険料以外で町に負担は増えな

いのか。 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

又は 

担当部長 

 

10 質 問 者                            二家本 英生 議 員 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

入札制度につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校における熱

中症対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前町長が入札情報を業者側に漏洩したことで書類送

検され、辞職した。今後、同様の案件が起こらないよ

うな入札制度の改善が必須である。 

 

①今回の案件、発生した原因はどこにあると考えてい

るのか。また、処分は行われたのか。 

 

②入札監視委員会では、この件をどう扱うのか。 

 

③町長の選挙公約では、最低制限価格の事前公表をお

こなうことを掲げていた。メリット・デメリットが

それぞれあるが、今後の入札において重視すべきこ

とは。 

 

 

近年の気候変動により、熱中症の危険性が増大してい

る。熱中症の注意喚起として、気象庁及び環境省によ

る「熱中症警戒アラート」が 2020年 7月から運用され

ているが、年々、アラートの発表が増加している。 

学校現場でも、熱中症と思われる児童・生徒が体調不

良を訴え、保健室での休養や早退をしていることも聞

いている。 

 

 

 

 

町  長 

又は 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

又は 

教 育 長 

又は 

担当部長 
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こども計画の策

定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校のクラブ

活動について 

①各学校の「熱中症対策ガイドライン」は策定済か。

また、その内容について、教職員や児童・生徒への

啓発はどの程度、行われているのか。 

②学校体育館の空調設備について、進捗状況は。 

 

③授業時及び中学校でのクラブ活動時の熱中症対策は

万全か。 

 

 こども基本法では、子どもの権利条約４原則の「生

命・生存および発達に対する権利」「子どもの意見の尊

重」「子どもの最善の利益」「差別の禁止」を基本に、

６つの基本理念が定められています。 

 こども施策を行う上で、この４原則及び６つの基本

理念を踏まえたうえで、「こども計画」を策定すること

が努力義務とされている。 

 大阪府でも今年度中に、多くの自治体がこども計画

の策定を完了する予定であり、大阪府も今年３月に策

定している。 

 

①忠岡町の計画策定のスケジュールは。 

 

②策定前には、様々な意見を取り入れなければならな

い。当然、子どもも対象である。意見はどのように取

り入れるのか。 

 

③策定前でも、こども基本法はすでに施行されてい

る。現在の忠岡町において、子どもの意見を取り入れ

る場は設定されているのか。 

 

 

 忠岡中学校では、団体運動系のクラブ活動が存続の

危機を迎えている。２年前に女子バスケットボール部

が廃部となり、今年度は、サッカー部や男子バレーボ

ール部の新規部員の募集が打ち切られ、入部を希望し

ていた生徒が部活動を出来ない状況と聞いている。 

クラブ活動は、学校生活の中でも重要である。 

中学校でのクラブ活動の在り方について問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

又は 

教 育 長 

又は 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

又は 

教 育 長 

又は 

担当部長 

 

 

 


